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研究報告書 

共同で進めているAMED糖鎖関連研究に関して、血管内皮特異的にヒトAPPを発現するマウス

を作出、解析を行った結果、高齢化によって脳内血管にAβが沈着することを明らかにした。また、次

世代ADモデルマウスであるAPPノックインマウスとの交配によって、脳アミロイドアンギオパチー病態が増

悪することも見出した。これらの結果については、現在共同研究として共著での論文投稿中である。 

また、可溶型の受容体型プロテインチロシンホスファターゼ・ゼータ（sPTPRZ）が原発性脳腫瘍であ

るグリオーマの髄液マーカーとなることを見出した（Neuro-Oncology Advances. 10.1093/noajnl/vda 

a055, 2021 ）ことから、sPTPRZの診断の実用化を目指した基礎研究を共同で進めており、抗原と

なるリコンビナントPTPRZに能特異的な糖鎖抗原を付加させる方法を編み出した。 

HIV感染に関わる酵素アッセイについて貢献をし、共著の論文がNat Communに受理された。 




